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物
禁
輸ぐ
らい
しか
あり
得な
い
が、

と
れも生産
過剰
に
悩む
アメ
リカ
脱

民
と、
議
会内の
腹
業ロ
ビlの
反
対

を
考え
れば、
ソ
速に
有効打
を
与え

るほ
ど、
長
期
的に
続
げ
ら
れ
る
と
も

考え
ら
れない。
戦
略
物
資・
機
器

の
公輸や
輸出ロ
lン
の
停
止
などの

経
済
制裁も、
自
国に
痛みの
は
ね
返

っ
てくる
問
題
で
あり、
ア
メ
リカ

の
よう
な園
内の
種々
の
利
益
グル
ー

プの
均衡の
上
に
成
立し
てい
る
よ
う

な
自
由主
蕊
制
度の
閣で
は、
結局
は

とり
得ない性
質の
もので
あ
る。

しか
し、
ζ
う
なっ
た
廿絵
本
的な
原

閃
は、
短
大国ア
メ
リカの
相
対
的な

地位の
低
下で
あ
る。

アメ
リカの
国
民が
い
ま一
番
痛
切

に
感じて
い
るの
は、
自
分た
ちの
無

カ
感
と然級
感、
そ
れに
や
り
均の
な

い
怒りで
ある
乙
と
は
まず
間
違い
な
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各
家
庭の
テレ
ピ
が
昨年
末、
巡

回
伝
え
た
の
は、
イ
ラン
の
大使館

占
鎚
事件で
あ
る。
外
交特
梅を保証

さ
れ
てい
る
は
ずの
自
分た
ちの
同
胞

五
十人が
後ろ
手に
レ
ぱ
ら
れ、
と
き

には
目か
くし
さ
れ
て、
勝ち
符っ
た

イ
ラン
の
青年た
ち
にと
づ
き目
さ
れ

る
場
面が
のべ
つ
大
写しに
さ
れ
る。

かつ
て
は
強
大な
カ
を
背
景にゆ
世

界の
憲
兵e
とい
わ
れ
た
アメリカ

が、
と
れほ
どの
屈辱
を
感じ
た
と
と

は
なかっ
た
といっ
て
よか
ろ
う。
ア

メ
リカ
に
とっ
て
は、
そ
れは
国際
政

治の
場で
大国の
地位
が
下
落した
ζ

と
を
震
も劇
的な
形で
見せつ
けら
れ

た
大
事
件で
あっ
た。

アメ
リカの
ポール・
ポル
カl
連

邦
制中備
制
度理
事会
（FRB）
議長

は
級
近、
「イン
フレ
を
抑え込ま
な

け
れば
な
ら
ない
とすれば、
平
均
的

な
アメ
リカ
人の
生
活
水獣は
低
下せ

ざる
を
得ない」
と
述べ
て、
多〈の

国
民
にショ
ッ
ク
を
’与えた。
七0年

代を
迎えた
ときの
ア
メ
リカが
抱え

ていた
侵
大の
課題がベ
トナム
総
争

の
終結
だっ
た
とすれば、
い
まの
援

も
大き
な
課題
は
経
済の
立
て直しで

あ
る。
現
在の
アメ
リカ
経
済は
そこ

まで
感佑してい
る。

と
う
なっ
た
大き
な
原
因
の一
つ

は、
般
備投
資の
不
信拙か
ら、
と
くに

製
造業での
生産
性の
上昇率が
あ
ま

り
上が
ら
ず、
工
業
製
品の
国際
競
争

カの
面で
他の
主
要
先
進諸
国に
敗れ

た
と
とだ。
だが、
そ
れに
も憎して

大きいの
は、
石
油の
輸入が
急
増し

た
と
とで
あ
る。

閣内に
多くの
油田
を
も
ち、
か
つ

て
はエ
ネル
ギー
をほ
とんど
自
給
レ

ていた
ア
メ
リカ
は、
六0年
代は
じ

め
で
も
石
油の
鎗
入は
会需
要量の
二

割
前
後だっ
たの
だが、
い
まで
は
そ

れが
五
割前後
に急
増してい
る。

三
年
前に
就
任
し
た
カ
l
タl
大

統領は、
エ
ネル
ギー
政策
を
「道
義

的には
戦
争
に
匹
敵する
もの」
と
宣

言して
石
油の
自給率向
上に
全
力
を

あ
げ
る
と約
束したの
だが、
その
効

泉は一
向に
上がっ
てい
ない。

と
ういっ
た
事
情か
ら、
ア
メ
リカ

として
は
大
使
館
占
鎚本
件が
な
く
と

も、
中
東産
油国の
動きが
気にな
る

ととろだ。
との
事件が
起ζ
る
前の

七九年の
互に
行わ
れた
世
論
調
査で

は、
石
油を
四四保
するため
に
武
カを

使うの
を
支持した
国民が
全
体の
六

割に
も
迷し
ていた。

米・
申・
ソ
に
難
問
山
積
で
流
動
増
す

も
う一
つ
の
超
大国ソ
速は、
七0

年
代を
通じ
て、
め
ざましい
対
外
進

出、
勢力拡
張
を
と
げた。

アメ
リカが
撤
退したベ
トナム
は

北ベ
トナム
主
導の
下に
統一
さ
れ、

それは
中国の
影
響
をはねの
げて、

完
全にソ
速の
勢力
薗にはいっ
た。

アン
ゴ
ラ、
エ
チオピ
ァ、
南イエ
メ

ン、
アフガニ
ス
タン
に
も親ソ
政
権

が
で
きた。
ベ
トナム
戦φにと
りた

ア
メ
リカが、
ソ
速に
対
抗してこ
れ

らの
国々
へ
の
軍
事
介
入
を手控えた

と
とが
大きい。

しか
し、
その
ソ
連も関内での
社

会
主義建鮫の
面で
は、
大き
な
立
ち

遅れが
目
立つ・

七九年
十一
月に
関か
れた
共
産
党

中央愛
員会
総
会、
ソビエ
ト
最
高
会

訟での
報
告に
よ
る
と、
七九年の
電

ヵ、
石
油
な
ど
に
見ら
れ
る
工
業
生

産、
殺
物な
ど
に
見ら
れ
る
段業
生産

はい
ずれ
も
計画をか
な
り
下回
り、

八
O年の
生
産
計
画は、
全
体として

七九年よ
り
さ
らに低め
に
抑えら
れ

た。
との
結
果、
八
O年の
計画が
完

全に
達成
さ
れた
として
も、
七
六
年・

か
ら
八
O年までの
第十
次五カ
年
計

画は
実現で
き
ない
ま
ま
終わ
る
ζ
と

が
施
策に
なっ
た。
人口一
人
当
た
り

の
生産
量で
「
ア
メ
リカ
を
追い
越

す」
とい
ラ
世
界に向かっ
て
公
言
レ

た目
擦が
実現
するにして
も、
ぞ
れ

は
遠い
速い
先の
ζ
とで
あ
る。

八
0
年
代に
はい
る
と、
ソ
迷
経
済

は
いっ
そ
う
大き
な
国
縫
に直
面す

る
と
予想
さ
れてい
る。
四
0年
代前

半の
第二
次
世界
大戦で
活者た
ち二

千
万
人が
死んだ
結mm、
二
世
代後の

八
0年
代に
若
手労
働
力が
少な
くな

るの
が
その一
つ。
も
う一
つ
は
石
油

の
生産
震が
減る
公算が
大きい
と
と

だ。
アメ
リカの
中央
情
報
局
（CI

A）
は
七九年
夏、
ソ
迷は
八0年
代

半ば
に、
石
油の
純
輸
出
国か
ら
純
輸

入
国に
転
ずる
という
報告
を
出し

てい
る。
ζ
れにつ
い
て
は、

『ソ
遂の
石
油不足が
それほ
ど
深
刻

な
ら、
油田
開発を
もっ
と
あ
せっ
て

い
る
は
ず。
窓
外に
ゆっ
く
りし
てい

忍の
は、
石
油の
国際
価
格が
今
後

上
が
るの
を
見越して、
い
ま
む
しろ

手
強え
てい
るの
で
は
ないか」
（
森

本
忠
夫・
東レ
産資・
建
裟
販売
部門

担
当補
佐〉
とい
う
処
方
と、

コ匂
um
te
節
約するため
に、
海軍が

演習
す
る
ときには、
二
隻の
鐙艇の

えいcav

うち一
隻が
他の
船を
曳
航レ
てい
る

よ
うな
状
態。
石
油
不
足
は
本物」

（木
村
明
生
氏）

と
い
う
考
え
方
に
大
き
く
分か
れ

る。
が、
い
ず
れにし
て
も、
ソ
速が

石
油価
問題
を
非
常に
愈
視してい
るこ

とだ
げは
間
違い
ない。
ア
フガニ
ス

タン
侵攻の理
由のひ
とつ
も
それで

あ
る。ソ

速の
経
済
不
授の
深
刻
化は、
い

ま
強
行
し
てい
る急ピッ
チの
軍備
拡

援
を
不
可
能にし
てし
ま
うか
もし
れ

ない。
また
石
油不
足
は
軍
事作戦
行

動の
根源で
あ
る
燃
料備
蓄
に不
安を

起と
させ
忍。
その
結
果、
西
側に
対

する軍
事
的優位の
崩
壊
を恐
れ
るソ

連軍
部が、
八
0年
代後
半
以
降、
予

防戦
争
を始め
る可
能
性も
あ
る
と、

西
欧
軍
事
筋は
指
摘してい
る。

他
方、
「世
界の
三
極
構造」
を
構

成
する
も
う一
つ
の
国、
中
閣が、
農

業、
工
業、
国
防、
科
学技
術の
「
四

つ
の
近
代化」
に
会
カ
を
あ
げ
てい
る

と
と
は
よ
く
知ら
れ
てい
る。
との
た

め
に
中
国は、
「自
カ
更
生」
鐙線
を

あっ
さ
り
と
捨
て、
西
側
か
らの
借

款、
技
術・
プ
ラン
トの
導入、
合

弁、
資
源の
共同
開
発を
はか
り、
ア

メ
リ
カ、
日本、
西ヨ
ーロ
ッパ
に
大

き
く
傾
斜した。

との
図の
国
内の
般
大の
問題
は、

十
億
とい
う人
口の
窓
圧で
あ
る。
近

代化
と
は、
単
純
にい
えば
機
械他、

省
カ佑で
あり、
それで
余っ
た
労
働

カ
をど
う
使うか。
茨
在中国には
都

市だ
げで一
千
万
人
の
失
業者がい

て、
そ
れが
凶
怒
犯
罪の
禿
生など
深

刻な
社
会問題になっ
てお
り、
西
側

か
ら
カ
ネ
と技術が
思
い
どおりに
入

っ
て
〈る
として
も、
四つ
の
近
代化
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を
進め
る
に
は
容
易で
は
な
い。

い
ず
れ
に
し
て
も、
ζ
れ
ら
の
閑
々

が
抱
え
て
い
る
困
難や
課
題
は
ζ
れ
ま

で
以
上
に
大
き
い。
そ
し
て、
と
う
い

っ
た
国
々
は
現
状か
らの
脱
却
を
め
ざ

し
て、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
をつ
く

す
だ
ろ
う
か
ら、
八
0
年
代の
周
際
情

勢
は
ζ
れ
ま
で
よ
り
も
格
段
に
流
動
化

す
る
とみ
て
よか
ろ
う。

その
均
合の
台
風の
自
が、
世
界の

石
油の
四
割
を
生
産
し、
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
出
し
て
い
る
中
東
産
油
悶で
あ

る
と
と
は、
ほ
ぼ
衆
自の一
致
す
る
と

と
ろ
だ。
なか
で
も
当
面の
関
心
の
約

は、
ア
フ
ガニ
ス
タン
問
題
と
並
ん
で

イ
ラ
ン
と
大
使
館
占
拠
タ
件の
相
手
国

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
出
方で
あ
る。

13．
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大
使
館
に
人
質に
なっ
て
い
る
米
外

交
官
た
ち
が
精
度
に
疲
労
し
て
い
る
こ

とか
ら
み
て、
と
と
で
は
す
ぐ
に
で
も

新
レ
い進
展
が
あ
り
そ
う
で
あ
る。
本

誌
が
読
者
の
手元
に
届
く
ζ
ろ
に
は、

新
レ
い
事
態
に
なっ
て
い
る
か
も
し
れ

ず、
今
後
の
成
り
行
き
を
予
測
す
る
の

は
大
使
む
ずか
し
い。
だ
が、
七
九
年

末の
時
点で
は、
イ
ラ
ン
事
情
に
く
わ

し
い
五
十嵐一
氏
（
イ
ラ
ン
汀
乍ア
カ

デ
ミ
ー

客員）
は、
人
質た
ち
は
処
判

にか
け
ら
れ
た
あ
と、
問
外
追
放
に
な

る
公
算
が一
番
大
き
い、
とみ
る。

「コ
1
ラ
ン
の
なか
に、
不
ぶの
ゃ
か

ら
は
殺
す
か、
は
りつ
け
に
す
る
か、

手
足
を
ち
ょ
ん
ぎ
る
か、
国
外
追
放

に
す
る
か
せ
よ、
と
古
い
で
あ
る。
固

刑J川
智冶幽

外
追
欽がコ

唖
同hA一、

MAJK酷

l－フン
も
数

iu

曜
ぇ、
イ
ラン

州
側に
も偲
合

強
引い
の
よ
い
解
決

か
W
で
す」

側側
と
い
う
の

大
奥
で
あ
る。

カ写リ〈
中
東
で
も

刀闘
う一
つ
%が

の
m
hp
り
な
D

ン
新
y
t
J
t

ラ
米
は、

情抗
日収

へるテれ
大の
石
油
輸

出
国
で
あ
る

サ
ウ
ジ
の
政

情
で
あ
る。

と
の
閣
は、
百
以
上
の
由
緒
あ
る

部
族
で
成
り
立っ
て
い
る
王
家が
統
治

し
て
い
る
封
悠
悶
家
で
あ
り、
パ
l
レ

ピ一
人の
独
裁
だっ
た
かつ
ての
イ
ラ

ン
と
は
違う。
だ
が、
と
と
で
も
王
制

に
対
レ
て
は一
部の
国
民か
らの
激
レ

い
反
対が
あ
る
ら
し
え
と
ζ
数
年、

毎
年
何
同
もク
ー
デ
タ
ー
未
遂
慌
件
が

伝
え
ら
れた。
七
九
年
末
の
メ
ッ
カ
の

カ
lパ
神
殿
占蜘興
事
件
も、
サ
ウ
ジの

前
倒訂
が
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
い
ζ

と
を
示
す
材
料
の一
つ
で
あ
る。

も
し
ζ
の
問の
王
制
が
倒
れ、
ζ
と

か
らの
石
油の
供
給
が
と
だ
え
る、
あ

る
い
は
大
脳
に
減
る
と
い
ラ
と
と
に
な

れば、
その
影
響
は
イ
ラ
ン
の
比で
は

な
い。サ

ウ
ジ
は
と
れま
で
アメ
リ
カ
かrD

犬
き
な
軍
事
援
助
を
受妙、
ア
ラ
ブ
諸

国の
なか
で
は
オ
マ
1
ン
と
と
も
に
級

も
親
米
的
な
闘で
あっ
た。
だ
が、
ア

メ
リ
カ
が
後押
し
し
て
七
八
年
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラエ
ル
とエ
ジ
プ

ト
の
和
解
の
仕
方
に
反
発
し
て、
サ

ウ
ジ
も
ア
メ
リ
カ
隠
れ
を
す
る
削
き
を

み
せ
て
い
る。

今
後、
ア
メ
リ
カ
は
サ
ウ
ジ
の
と
れ

以
上の
雄
反
を
防ど
う
と
す
る
だ
ろ
う

し、
ソ
述
は
反
対
に
そ
れ
を
促
そ
う
と

し
て、
互
い
に
陰に
憾
に工
作
す
る
だ

ろ
う
か
ら、
と
の
閣
の
劫
き
も、
隠
れ

た
台
風の
自
の一
つ
に
な
り
そ
う
で
あ

る。

周
辺
諸
国
の
反
乱
続
発
の
危
険
性
も

七
九
年
に
大
き
なニ
ュ
ース
の一
つ

に
なっ
た
もの
に、
十二
月
に
カ
ラ
カ

ス
で
聞
か
れ
た
石
油輸
出
闘
機
僧
（
O

P
E
C）
の
総
会の
決
議
が
あ
る。
乙

と
で、
石
油
価
格
の
上
限
が
取
り
払
わ

れ
て、
価
格
が
「
野
放
し」
に
な
る
と

い
ラ
衝
撃で
あ
る。

考
え
てみ
れば、
「
野
放
し」
の
ほ

う
が
正
常で
あっ
て、
価
格
の
上
限
を

決
め
て
い
た
産
油
国
側の
「カ
ル
テ

ル」
の
ほ
う
が
異
常
だっ
たの
だ。

が、
と
もか
く、
O
P
E
Cが
ζ
れ
で

足
並み
の
乱
れ
を
はつ
ぎ
り
と
露
呈
し

た
意
味
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い。

石
油
価
格
の
念
激
な
上
昇は、
先
進

工
業
問の
イ
ン
フ
レ
を
加
迷
レ
て
工
業

製
品の
価
格
を
抑
し
上
げ、
ス
タ
グ
フ

レ
ーショ
ン
を
深
刻
に
す
る
か
ら
サ
ウ

ジ
の
よ
う
な
金
倣
資
産
を
もっ
て
い
な

い
閣
に
とっ
て
も、
必
ず
し
も
有
利
に

な
る
とば
か
り
は
い
え
な
い
が、
目
先

の
利
益
を
追
う
あ
ま
り、
Mm
上
げ
圧
力

は
強
ま
る一
方。
他
方、
石
袖消
費
閣

は
す
ぐ
に
は
石
油の
節
約や
代
替エ、不

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
で
き
な
い
た
め

に、
産
油
国
側の山J固
い
似
が、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま、
まか
り
通
る
の
が
完
備
だ。

と
う
いっ
た
石
油の
値
上
が
り
で一

番
打
撃
を
ζ
う
む
る
の
は、
い
う
ま
で

も
な
く
石
油
を
生
政レ
て
い
な
い
開
発

途
上
閣
で
あ
る。

O
P
E
C
は
さ
きの
カ
ラ
カ
ス
の
総

会で
非
産
油
開
発
途
上
諸
聞
に
援
助
す

る
特
別
基
金
を
十
六
億
♂
榊
額
し
て
四

十
億
ぷ
に
す
る
こ
と
に
し
たが、
非
産

油
途
上
国
全
体の
必
要
量
か
ら
み
る

と、
ほ
んの
ス
ズメ
の
涙。
産
油同
と

非
産
油
途
上
国
との
格
差
は、
今
後
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
ζ
と
は
火
をみ
る

よ
り
明
らか
で
あ
る。

と
う
し
て、
産
油
国
と
非
産
油
途
よ

図、
産
油
国
と
先
進
国
との
関
係
は、

今
後
ま
す
ま
す
ぎ
くしゃ
く
し
た
もの

に
な
る
ζ
と
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
な

い。
と
の
結
果、

「
開
発
が
返
れ、
格
差
を
見
せ
つ
け
ら

れる
周
辺
国、
あ
る
い
は
周
辺
部の
反

乱
が
八
0
年
代
に
は
続
発
す
る
ζ
と
に

な
ろ
う」

と、
東
京
大
学
の
関
寛
治
教
授
は
い

う。
そ
し
て、

中東の
各
国
が
式
カ
を

構え
て
抗
争
し、
そ
れ
を
超
大
閣
が
か

た
ず
をの
ん
で
注
視
し
て
い
る
現
状か

ら、「
もレ
今
後
大
き
な
戦
争
が
あ
る
と
す

れば、
中
東が
発
火
点
だ
ろ
う」
（
関



弘代授、
森
本
氏）

とい
うの
が、
多
くの
人た
ち
にほ

ぼ
共
通の
見
方に
なっ
てい
る
よ
う

だ。国
際
情
勢に
大き
な転
後を
もた
ら

・
すか
もし
れない
も
ラ一
つ
の
舞
台

は、
－m・ソ
関
係で
あ
る。

アフ
ガニ
ス
タン
間短は、
一
時
的

に
は
中ソ
対
立を
激
化させた
よう
に

も
見え
るが、
長
期
的には、
中ソ
全

面和
解の
可
能
性は
大きい。

中国とソ
連
との
反闘は、
も
と
も

とマ
ルクス・
レ
lニ
ン
主
義の
正
統

性をめ
ぐる
論
争だっ
たが、
毛
沢
東

亡き
あとの
中国の
新指
導
部
は
すで

にζの
面で
の
攻
撃をやめ
て
お
り、

両
国
聞に
は
もは
や
イデオロ
ギ
ー
を

め
ぐる
争い
は
な
い、
と
専
門家た
ち

は
指
摘
す
あ。
中
国がい
まで
はソ
連

各
指し
て
「現
代
修正主務」
「社
会

163週明朝日’＇So・1.J

ちとは
よてじ

E奇め
時季宗

てち
ゃ
ん

帝
凶
主
議」
と
は
い
わ
な
く
な
り、

「覇
総
主
治」
とい
う
非
鍵
だ
けにほ
ぽ
限
定し
て
い
るζ
と
も、
専
門家た

ちの
注
目
を
引いて
い
る。

中
ソ
が
和
解
す
れ
ば
日
本
は
孤
立
化

しか
レ、
中ソ
碕
図
聞の
和
解が
八

0年
代に
あ
りう
るか
ど
うか
につ
い

て
は、
専
門家の
聞で
も
意
見は
大
き

〈分か
れ
る。

「中
国
は、
ソ
迷
との
対立、
ソ
連
側

に
中国
との
国
境に
軍
隊
を
配
置させ

てお
く
と
とを、
閣内怠
設に
利
用
す

るζ
とが
で
きた。
中ソが
和
解し
な

ければ
な
ら
ない
と
思ラ
とと
ろ
に
少

し
総
理が
あ
る」

とい
ラ
総
本
氏ゃ、

「ア
メ
リ
カや
臼本は
中
国に軍
事
援

助はし
な
い
といっ
て
い
る。
中
聞は

もう一
掬し
すれば、
と
れが
得
ら
れ

る
と
患っ
て
い
るだろ
う。
その
ため

に
は、
中国
とし
て
は
ン
述
との
関
係

が
惑
い
と
と
が
必
要。
ソ
速
とし
て

は、
和
解し
て
も箪
務
的安
全
保障が

得
ら
れるだ
けで、
ほ
か
に
得るもの

は
な
い。
もう一
度よ
りを
もどし
た

い
といっ
て
も、
ソ
遂の
ほ
うが智
戒

するの
で
は
ないか」

と
い
う
木村
氏は、
八
0年
代には

い
ま
以
上の
和
解は
ない
という
見
方

だ。し
かし、
和
解説
を
と
る
中崎弘雄

・
東
京
外
大数授は、
最
近の
中凶が

文
革
否
定、
毛
沢東否
定に
相
当進ん

で
い
る
と
となどを
あ
げ
なが
ら、

「中ソ
和
解へ
の
衝動が
中川悶の
内
部

に
成
熟し
て品目て
い
る」

と
主必する。

「ア
メ
リカ
に
とっ
て、
中ソ
和
解が

最
大の
惑夢だ
とい
うζ
とを
中国は

知っ
て
い
る。
日
本に
対し
て
も
中国

は、
日本が
中
国へ
の
当
面の
接近
を

少し
で
も
渋
れ
ば、
ソ
速に
な
び
く

ぞ
とい
う態
度を
見せ
るζ
とが
で
き

司令」中
凶の
四つ
の
近
代化はど
う
も
あ

ま
りう
ま
くい
き
そう
もないか
ら、

そ
れが
鐙
折レか
けた
と
き
に、
ソ
速

に
す
り
寄っ
て
い
くだろ
う
というの

で
あ
る。

もしそる
な
れば、
い
ま
アメ
リ
カ

の
戦略の
尻馬に
乗っ
て
中闘に
接
近

し、
日
中平
和
友好
条
約を結び、
さ

ら
に
八
O年一
年
間だ
けで五
百
億
円

もの
経済
綬
助（
円
借
款）
を
約
束し

た
りし
て、
ソ
速の
伯仲絡
を
巡
なでし

〈こんな症状にお使い〈ださい〉

かぜひき・かんの虫、夜なき

てい
る日本
は
どう
な
るか。
カ
ネは

ド
ブに
捨て、
北
方領
土も永
久に
返

らない
とい
ラ、
ア
ブハ
チ
取ら
ずに

な
りか
ね
ない。

日
中間の
友好
その
もの
はたいへ

ん
結
構
なの
だが、
中ソ
両国は
そ
れ

ぞ
れ、
そ
れを
世
界
戦略
の一
環
とし

て
利用し
よう
とし
て
い
るか
ら
で
あ

る。さ
らに
強
大な
中ソ
招
輸の
従
活に

脅
威を
感じ
て、
軍備
鉱
張を
強
力に

、草剤叫する
努
力が、
日
本関
内に
台
頭

する恐
れも
十
分に
あ
る。

い
ず
れにし
て
も、
米、
中、
ソ
三

大国
と
中
東・
西アジ
アをめ
ぐ
る
情

勢は、
今
後め
ま
ぐるし
く動
き
そう

で
あ
る。
臼
本
外
交のカジ
取り
は、

そ
れだ
けにいっ
そ
う
難レ
い
もの
に

なると
と
は
間
違い
なかろ
ラ。

本総・
和
国
敏
彦、
稲垣
武

食欲不振、

m彊童書
、

車京府代同区神田制官3j

消化不良、事L吐き、食あたり

虚弱小児の体質強壮に。

ひきつけ・下痢、

小児専門ヨj[


